




要約:本年度のリサーチクェスチョンは次の 4項目である。

①妊娠中毒症の既往を知りその後の健康管理をすることが、中高年の高血圧症の発症予防

に効果的か。

②腎透析に至った患者は、高血圧、腎疾患あるいは糖尿病などの中高年疾患が進行しその

最終段階にあると考えられる。現在腎透析を受けている女性患者には、過去の妊娠分娩時

に将来の事態を予見できる症状あるいは検査所見が存在したのか。また、今後の妊娠分娩

管理の改善により将来の腎透析に至る事態を避け得るか。

③産褥期の骨量の低下は自然回復しうるか。授乳期間の指導、栄養管理により骨量の低下

を軽減できるか。

④妊娠・出産・育児期から将来の更年期障害の予防を目的とした健康指導を行う必要があ

るか。

検討により、以下の結果を得た。

(1)中毒症の既往のある婦人では、高血圧素因の有無が高血圧の発症を予測する因子とな

り、さらに体重増加が正常にコントロールされれば中高年の高血圧発症を予防できる可能

性が示唆された。

(2)中毒症既往群は既往のない群に比して、最終分娩より透析導入までの期間は有意に短

く、透析導入年令も有意に若年であった。

(3)妊娠中は骨吸収の亢進・骨形成の低下傾向があり、産褥は骨吸収の低下・骨形成の上

昇傾向を認めた。踵骨の骨密度は超音波では妊娠中は軽度低下傾向があり、産褥では明ら

かな変化は無く、更に産褥半年以内では授乳群と非授乳群にも差はなかった。

(4)妊娠・出産時の異常、内分泌因子・性格・心理的因子は、更年期障害発症に有意な影

響を及ぼす可能性が強く示唆された。一方、総合指標としての社会的環境因子に関しては、

更年期障害との関連性は少ないと考えられた。


